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　調布「憲法ひろば」の第９０回例会は２月１日午後１時半から、国領・あくろす研修室３に３０人がつどい、「三多摩・調布に見る忠魂碑の建立と戦後の撤去」と題して地元の郷土史家・古橋研一さん(写真上）のお話を聴きました。


　司会は西つつじヶ丘の長尾敏博さん(写真下)。レポートはむらき数子世話人が担当しました。　　（編集部）





調布の歴史に拘る


　古橋さんは１９８６年の『僕の調布にも空襲があった』以来、調布地域の戦争の歴史を綿密に掘り下げ、発表してこられた。


　「憲法ひろば」でも「ドングリから見る戦争」を話していいただいたことがある。日本史の概説や地域史の通史では洩らしがちなことを、細部まで徹底的に検証するのが古橋さんの研究姿勢。配布資料にも、足で確認して撮影した貴重な写真が満載され、話しながら映されるスライドの展開に目を奪われた。


忠魂碑とは


　明治初年以来、日本軍の戦死者を国威発揚に利用するため全国で建立されてきた。名称は「招魂碑」「顕彰碑」「忠魂碑」「忠霊塔」「英霊墓」など。日本内地に７４１１基あったとの数字もあり、約１万基とも言われる。


忠魂碑の建立運動


　建立期には３回のブームがあった。


　第一期は明治３０年代～大正（日清･日露戦争以後）。調布では日露戦争後のものが最も多く、「戦役」＝戦争が終了してから作られた。


　第二期は昭和１４年～アジア太平洋戦争。戦争遂行中にさらなる戦意高揚を図る。戦死者を顕彰する碑ばかりでなく、生還者の凱旋碑も作られる。


　第三期は昭和３０年代（戦後）。


調布市域の建立団体


　日清戦争までの建立者は無記名や地名を冠した「発起人」だが、日露戦争以降は、調布町では「兵員慰労義会」「在郷軍人団」、神代村では「恤兵義会（じゅっぺいぎかい）」「帝国在郷軍人会」となる。これらは市町村単位の官製組織で愛国婦人会や尋常高等小学校児童から寄付を募る例もある。


タテマエは一


市町村に一基


　忠魂碑が、軍部の後押しもあって競って建立されるようになると、トラブルも多発し、明治３９年には内務省から「寺社境内へ記念碑建設」、さらに昭和１４年「一市町村単位に一塔碑に限る」との通牒が出された。実際には当時の１町１村（計２町村）にあたる調布市域に平成２６年現在で、６カ所が確認できる。


占領期に撤去


 ＧＨＱと日


 本側の対応


　ＧＨＱ（連合国軍最高司令官総司令部）は昭和２０年12月17日「神道指令」を発し、忠霊塔・忠魂碑等の撤去を内務省・文部省を通じて市町村・学校に求めた。例えば調布市近辺では、府中市立第四小学校・狛江市立第一小学校にあった忠魂碑が撤去されている。


　さらに昭和２２年１月25日「忠霊塔・忠魂碑等の撤去審査委員会」が結成され、都心部の観光名所でもあった25基の軍人銅像・忠魂碑の存廃を審査した結果、８基を撤去、４基を遺族に返却ないし移転、13基は撤去せず、とした。


　昭和２２年３月26日付の占領軍（東京神奈川地区軍政部）宛ての東京都内及び三多摩中間報告書の「忠霊塔、忠魂碑等の撤去状況」には、撤去したもの16、撤去に着手したもの28、審査を要するもの26、計70件とある。調布市域では、「戦捷記念碑」と「忠魂碑」が神代村役場から深大寺に移転された。


対日講和条約と


忠魂碑の再建


　昭和２７年４月28日、対日講和条約が発効し、ＧＨＱが活動停止すると、撤去された碑を再建し、あるいは新設する、第三建立期となった。「檀徒遺族一同」など親族や個人の名で建立され、調布市域では、田中稲荷（若葉町）に新設されている。


　靖国神社では、再建に加えて「守護憲兵の碑」の新設もあり、１２０％復活している。


　（むらき数子・記）

















